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視
の
姿
勢
を
考
慮
す
る
と
、
温
子
立
后
は
記
載
さ
れ
な
い
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
朱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雀
院
皇
女
昌
子
内
親
王
は
「
太
皇
太
后
宮
」
の
名
称
で
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
父
帝

　
『
大
鏡
』
に
は
、
王
朝
貴
族
杜
会
の
栄
華
を
希
求
す
る
藤
原
氏
主
流
の
実
相
が
描
　
　
の
逸
話
中
の
こ
と
で
あ
る
一
「
昔
物
語
」
）
。
立
后
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

き
出
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
個
人
と
家
系
が
政
権
を
め
ぐ
っ
て
浮
沈
一
隆
替
を
繰
り
返
　
　
昌
子
が
、
こ
の
時
代
に
は
珍
し
く
藤
原
氏
と
無
縁
の
后
で
、
し
か
も
天
皇
の
生
母
で

す
。
責
族
男
性
の
究
極
の
目
標
で
あ
る
関
白
。
摂
政
。
太
政
大
臣
位
が
一
様
に
志
向
　
　
は
な
か
っ
た
こ
と
の
反
映
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

さ
れ
、
男
性
的
意
欲
の
相
克
す
る
世
界
が
具
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
ほ
ぼ
同
　
　
　
『
大
鏡
』
に
お
い
て
は
、
天
皇
の
正
妃
よ
り
も
「
母
后
」
（
国
母
）
の
存
在
が
重
視

じ
時
代
を
対
象
と
し
て
も
、
『
栄
花
物
語
』
と
は
根
本
的
に
懸
隔
が
あ
る
。
『
栄
花
物
　
　
さ
れ
る
。
質
的
に
も
量
的
に
も
母
后
の
記
載
が
上
回
る
。
こ
の
最
大
の
原
因
は
、
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

語
』
は
、
女
性
社
会
を
基
盤
に
生
成
し
、
女
性
的
関
心
に
基
づ
く
。
貴
族
女
性
の
最
　
　
皇
と
の
血
縁
関
係
の
有
無
が
摂
政
・
関
白
等
の
人
選
を
決
し
、
貴
族
の
栄
枯
盛
衰
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

終
到
達
点
と
し
て
の
立
后
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
と
　
　
左
右
す
る
と
い
う
歴
史
観
に
あ
る
。
『
大
鏡
』
の
政
治
史
世
界
を
統
轄
す
る
顕
著
な
摂

こ
ろ
が
、
『
大
鏡
』
に
も
立
后
の
事
実
は
随
所
に
記
録
さ
れ
、
嘉
祥
三
（
八
五
〇
）
年
　
　
関
時
代
史
観
で
あ
る
。
妻
后
も
婚
姻
に
よ
っ
て
天
皇
と
臣
下
の
家
と
を
連
帯
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
順
子
中
宮
以
降
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
后
妃
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
詳
密
な
記
録
　
　
が
、
血
縁
⑧
血
統
と
い
う
直
接
的
関
係
を
成
立
さ
せ
る
母
后
は
そ
れ
以
上
に
有
効
に

的
性
格
は
注
目
に
値
す
る
。
天
皇
位
や
摂
関
職
の
推
移
に
も
匹
敵
し
、
大
臣
の
任
官
　
　
機
能
す
る
。
極
論
す
れ
ば
、
『
大
鏡
』
の
摂
関
政
治
は
真
の
血
脈
以
外
に
は
支
え
ら
れ

記
録
を
は
る
か
に
凌
ぐ
詳
し
さ
で
あ
る
。
順
子
立
后
か
ら
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
年
　
　
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
原
則
の
前
に
は
御
堂
関
白
道
長
も
例
外
で
は
な
い
。

1
1
『
大
鏡
』
に
仮
構
さ
れ
た
現
在
）
ま
で
の
「
后
」
で
た
だ
一
人
掲
載
さ
れ
な
い
中
　
　
　
お
ほ
か
た
ま
た
よ
に
な
き
事
な
り
、
大
臣
の
御
女
三
人
き
さ
き
に
て
さ
し
な
ら

宮
（
皇
太
夫
人
）
温
子
は
、
醍
醐
天
皇
の
養
母
と
し
て
の
立
后
だ
っ
た
。
基
経
を
良
　
　
べ
た
て
ま
つ
り
給
事
。
こ
の
入
道
殿
下
（
道
長
）
の
御
一
門
よ
り
こ
イ
太
皇
大

房
の
養
子
と
し
て
で
は
な
く
、
長
良
の
実
子
と
し
て
の
み
扱
う
『
大
鏡
』
の
血
統
重
　
　
　
　
后
宮
（
彰
子
一
・
皇
大
后
宮
一
研
子
）
・
中
宮
（
威
子
一
三
所
い
で
お
ば
し
ま
し

　
　
　
　
　
　
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）
第
二
十
二
巻
－
第
二
号
六
一
頁
s
七
五
頁
　
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
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『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面
（
福
田
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
た
れ
ば
、
ま
こ
と
に
希
有
ζ
ζ
の
御
さ
い
は
ひ
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
道
長
伝
（
上
）
」
二
一
四
頁
）

　
　
太
政
大
臣
道
長
お
と
ゾ
は
、
太
皇
大
后
宮
彰
子
・
皇
大
后
宮
研
子
・
中
宮
威
子
・

　
　
東
宮
の
御
息
所
（
嬉
子
）
の
御
父
、
当
代
（
後
一
条
帝
）
井
春
宮
（
後
朱
雀
帝
）

　
　
の
御
祖
父
に
お
は
し
ま
す
。
こ
＞
ら
の
御
な
か
に
、
后
三
人
な
ら
べ
す
へ
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

　
　
た
て
ま
つ
ら
せ
給
こ
と
は
、
入
道
殿
○
（
道
長
）
よ
り
ほ
か
に
き
こ
え
さ
せ
給

　
　
は
ざ
ん
め
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
藤
氏
物
語
」
二
一
二
七
頁
）

　
道
長
の
栄
華
は
「
三
后
」
に
象
徴
さ
れ
る
。
『
栄
花
物
語
』
ほ
ど
表
面
化
は
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

が
、
『
大
鏡
』
で
も
「
后
」
は
繁
栄
の
尺
度
に
な
り
得
る
。
当
代
（
後
一
条
天
皇
）
と

東
宮
（
敦
良
親
王
）
の
母
后
彰
子
は
二
代
の
外
祖
父
と
し
て
の
道
長
の
執
政
を
保
障

し
、
研
子
所
生
の
禎
子
内
親
王
が
国
母
に
な
る
と
い
う
夢
告
（
二
四
九
頁
）
は
、
懐

妊
中
の
嬉
子
が
男
皇
子
を
も
う
け
る
と
い
う
予
言
一
二
〇
六
頁
）
と
相
侯
っ
て
、
道

長
の
栄
華
の
永
続
を
約
束
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
万
寿
二
年
と
い
う
現
時
点
に
は
、

最
終
的
に
皇
女
し
か
も
て
な
か
っ
た
威
子
に
も
男
子
出
生
の
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
道
長
の
四
女
子
、
三
后
と
一
東
宮
妃
は
、
こ
の
時
、
国
母
に
な
る

要
因
を
最
も
多
く
保
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
大
鏡
』
の
「
后
」
は

大
宅
世
次
が
意
図
す
る
道
長
栄
華
の
由
来
探
究
に
も
深
く
関
与
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
、
ほ
と
ん
ど
の
后
妃
が
紹
介
さ
れ
、
道
長
の
父
祖
を
支
え
た
六
人
の
母
后
（
順

子
・
明
子
・
高
子
・
穏
子
⑧
安
子
・
詮
子
）
が
「
三
后
」
と
と
も
に
脚
光
を
浴
び
る

　
　
　
　
（
8
）

の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
『
大
鏡
』
の
構
成
は
、
女
性
の
経
歴
や
逸
話
の
収
載
に
適
し
て
い
な
い
。

作
品
の
基
幹
を
な
す
「
大
臣
列
伝
」
に
は
、
主
要
人
物
が
系
図
に
し
た
が
っ
て
整
然

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

と
配
列
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
父
系
の
系
図
で
、
男
性
が
機
軸
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ま
た
、
「
列
伝
」
は
藤
原
氏
冬
嗣
流
の
正
系
決
定
過
程
に
応
じ
て
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
摂
政
・
関
白
な
ど
の
男
性
の
官
職
を
志
向
し
て
展
開
す
る
た
め
、
女
性
の
動

向
に
主
眼
が
置
か
れ
る
場
合
は
少
な
い
。
配
偶
関
係
に
依
存
す
る
掲
載
が
女
性
に
は

多
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

　
「
天
皇
本
紀
」
が
皇
位
継
承
の
連
続
的
経
過
に
基
づ
く
の
も
、
女
性
中
心
の
記
事

に
居
所
を
定
め
さ
せ
な
い
。
た
と
え
ば
、
藤
原
氏
と
の
血
縁
関
係
を
明
示
す
る
た
め

に
、
順
子
・
明
子
・
高
子
・
穏
子
・
安
子
の
経
歴
は
「
本
紀
」
に
採
録
さ
れ
る
が
、

同
じ
母
后
で
も
詮
子
と
彰
子
は
主
と
し
て
「
列
伝
」
に
紹
介
さ
れ
る
。
「
列
伝
」
に
載

る
の
は
、
国
母
に
な
れ
な
か
っ
た
娃
子
・
遵
子
・
定
子
・
城
子
ら
と
同
じ
扱
い
で
あ

り
、
不
統
一
の
感
が
あ
る
の
は
否
定
で
き
な
い
。
「
紀
」
に
も
「
伝
」
に
も
后
妃
の
記

事
は
掲
載
さ
れ
得
る
の
で
あ
ろ
う
。
系
図
や
系
譜
に
拘
束
さ
れ
な
い
女
性
記
事
の
配

置
は
、
男
性
の
そ
れ
に
比
べ
て
著
し
く
不
安
定
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
大
鏡
』
に
は
か
な
り
多
く
の
女
性
、
特
に
「
后
」

が
逸
話
を
伴
っ
て
頻
出
す
る
。
そ
の
上
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
は
、
后
位
を
得
た
こ

と
と
そ
の
年
月
日
は
「
紀
」
か
「
伝
」
に
必
ず
一
度
記
載
さ
れ
て
、
決
し
て
重
複
し

な
い
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
大
鏡
』
は
紀
伝
体
に
た
と
え
ら
れ
た
り
、
紀
伝
体
の

影
響
が
指
摘
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
『
史
通
』
に
よ
る
と
、
紀
伝
体
は
同
一
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

事
が
二
か
所
以
上
に
記
録
さ
れ
て
し
ま
う
短
所
を
も
つ
と
い
う
。
　
「
紀
」
と
「
伝
」

に
同
一
事
件
が
再
出
す
る
の
が
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
大
鏡
』
の
重
複

記
事
は
非
常
に
少
な
い
、
特
に
「
后
」
に
関
し
て
は
、
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ

ど
重
複
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
偶
然
の
結
果
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
「
后
」
記
事
は
、
『
大
鏡
』
の
基
本
的
構
想
の
範
囲
外
に
あ
り
な
が
ら
、
十
分
な
配

慮
の
も
と
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
正
統
」
や
「
正
系
」
を
基
底
に
形
成
さ
れ
る
点
か

ら
は
秩
序
の
埼
外
に
あ
る
は
ず
の
后
妃
も
、
『
大
鏡
』
の
重
要
な
構
成
要
素
な
の
で
あ

る
。
ま
た
、
后
位
に
か
か
わ
る
日
付
の
表
記
に
も
相
当
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
よ
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表1　嘉祥三（850）年から万寿二（1025）年までの全「后」（贈位は除く） 表2　嘉祥三年から万寿二年までの母后

后　妃 配偶
『大鏡』

母　后 外祖父 所生
『大鏡』

登場回数 登場回数

藤原順子（冬嗣女） 仁明 4 藤原順子 冬嗣 文　徳 4
藤原明子（良房女） 文徳 5

藤原明子 良房 清　和 5
藤原高子（長良女） 清和 3
班子女王（伸野親王女） 光孝 2 藤原高子 長良 陽　成 3

藤原温子（基経女） 宇多 0 △藤原沢子 総継 光　　孝 2
◎藤原穏子（基経女） 醍醐 6

班子女王 仲野 宇　多 2
◎藤　原　安　子（師輔女） 村上 9
◎昌子内親王（朱雀院女） 冷泉 1 △藤原胤子 高藤 醍　　醐 2

◎藤　原　娃子（兼通女） 円融 1 藤原穏子 基経 朱雀・村上 6
◎藤　原　遵　子（頼忠女） 円融 3

藤原安子 師輔 冷泉・円融 9
藤原詮子（兼家女） 円融 12

◎藤　原　定　子（道隆女） 一条 2 △藤原懐子 伊ヂ 花　山 3

◎藤原彰子（（道長女） 一条 15 藤原詮子 兼家 一　条 12

◎藤　原　好　子（道長女） 三条 7
△藤原超子 兼家 三　条 5

◎藤　原　城　子（済時女） 三条 4
◎藤原威子（道長女） 後一条 5 藤原彰子 道長 後一条（後朱雀）

15

（◎は配偶の天皇在位中の立后） （△は贈后）

日個る（き しし記斉頁そのが四一約 理鏡う
解』に
さに思
れ　　わ
る菜れ
の十る　イヒ　◎
で物
あ証編
ろ巴年
う的史
かなの
　時菜
　間十　　化　百塑
　付巴
　）と
　表は
　現対
　が昭
　多的
　出な
　す形
　る式
　のを
　怯も
　　つ　どは
　のず
　去の
　つr　に大

sokyu
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『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面
（
福
田
）

到
底
思
わ
れ
な
い
。
『
大
鏡
』
の
日
付
表
現
は
か
な
り
計
画
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
と

言
え
そ
う
で
あ
る
。
「
年
号
い
ま
だ
あ
ら
ざ
れ
ば
、
月
日
申
に
く
し
。
」
（
「
列
伝
序
」

六
二
頁
）
、
「
文
武
天
皇
の
御
時
に
、
年
号
さ
だ
ま
り
た
り
。
」
（
同
）
な
ど
の
記
述
か

ら
も
、
年
号
③
月
日
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
『
栄
花
物
語
』
は
、
「
或
る
一
連
の
事
件
を
記
す
場
合
に
、
そ
の
事
件
の
中
心
と
な

る
出
来
事
を
核
と
し
て
、
連
関
す
る
事
実
を
そ
の
核
の
近
く
に
集
約
す
る
方
法
」
す

な
わ
ち
「
同
類
項
集
約
方
法
」
を
と
る
と
言
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
「
集
約
さ
れ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

事
実
の
方
に
年
紀
の
ズ
レ
が
起
き
て
く
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
法

に
よ
る
と
、
集
約
の
核
に
な
る
事
項
に
は
日
付
が
併
載
さ
れ
る
の
が
通
例
と
な
る
の

で
あ
る
。
編
年
と
日
付
は
、
編
作
に
あ
た
っ
て
留
意
さ
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

そ
れ
と
同
様
に
、
『
大
鏡
』
で
も
年
月
日
を
伴
う
事
柄
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
は
思
わ

れ
な
い
。
特
別
な
配
慮
の
も
と
に
詳
記
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
『
大
鏡
』
の
日
付
表
記

は
、
銘
記
す
べ
き
出
来
事
、
重
要
な
事
件
の
徴
表
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を

踏
ま
え
て
、
以
下
に
、
『
栄
花
物
語
』
と
比
較
し
な
が
ら
『
大
鏡
』
の
時
問
表
記
か
ら

見
た
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
（
以
下
、
付
表
参
照
）
。

　
ま
ず
、
『
大
鏡
↑
に
み
ら
れ
る
年
月
日
表
記
（
日
を
欠
く
場
合
も
含
む
）
の
約
半
数

が
、
「
天
皇
本
紀
」
に
集
中
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
全
体
の
十
分
の
一
に
も
満
た

な
い
「
本
紀
」
に
集
中
す
る
の
で
あ
る
。
編
年
を
基
調
と
す
る
『
栄
花
物
語
』
に
記

さ
れ
る
日
付
の
数
に
は
及
ぶ
べ
く
も
な
い
が
、
天
皇
の
閲
歴
（
誕
生
・
元
服
⊥
1
坊
・

即
位
・
崩
御
な
ど
）
に
関
し
て
は
同
程
度
に
は
追
跡
で
き
る
。
皇
位
に
関
心
を
払
う

の
は
、
両
書
に
共
通
す
る
特
徴
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
中
に
は
、

両
書
に
記
載
さ
れ
る
時
問
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
特
に
立
太
子
に
お
い
て
齪

鰭
が
著
し
い
。
懐
仁
（
一
条
帝
）
・
居
貞
（
三
条
帝
）
・
敦
成
一
後
一
条
帝
）
。
敦
明
（
小

一
条
院
一
・
敦
良
一
後
朱
雀
帝
一
親
王
と
い
う
道
長
政
権
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
立
坊

の
月
日
が
一
致
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
を
誤
記
や
誤
写
に
よ
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
『
大
鏡
』
編
纂
に
あ
た
っ
て
独
自

の
立
坊
記
録
が
参
看
さ
れ
た
と
見
な
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
栄
花
物
語
』
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

『
大
鏡
』
の
最
も
重
要
な
資
料
の
一
つ
で
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
優
先
さ
れ
得

る
文
献
（
立
坊
記
事
を
含
む
も
の
）
の
存
在
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
花
山
・
三
条
・

後
一
条
帝
の
即
位
の
日
付
を
両
書
は
異
に
す
る
。
三
条
⑧
後
一
条
両
帝
の
場
合
は
、

『
大
鏡
』
に
践
昨
が
、
『
栄
花
物
語
』
に
即
位
が
記
録
さ
れ
た
た
め
に
す
ぎ
な
い
。
し

か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
大
鏡
』
が
独
自
の
根
拠
を
も
っ
て
天
皇
位
を
形
象
化
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
つ
ま
り
、
『
大
鏡
』
で
は
、
皇
位
の
継
承
や
東
宮
の

決
定
が
重
要
視
さ
れ
、
年
月
日
を
伴
う
こ
と
に
よ
っ
て
厳
然
と
し
た
事
実
と
し
て
定

位
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
天
皇
本
紀
」
に
は
文
徳
天
皇
か
ら
後
一
条
院
（
当
代
）
ま
で
の
十
四
代
の
系
譜

が
た
ど
ら
れ
る
が
、
光
孝
天
皇
と
円
融
院
の
み
に
立
坊
の
年
月
日
が
欠
落
し
て
い
る
。

非
即
位
の
敦
明
親
王
や
未
即
位
の
敦
良
親
王
（
後
朱
雀
院
）
の
立
坊
の
日
付
ま
で
が

記
載
さ
れ
る
一
と
も
に
「
師
弄
伝
」
）
点
か
ら
み
て
も
、
異
例
の
脱
漏
と
言
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
光
孝
帝
に
は
立
坊
の
事
実
が
確
認
で
き
な
い
。
東
宮
位
を

経
な
い
即
位
と
見
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
円
融
帝
に
は
特
殊
な
事
情

が
見
い
だ
せ
る
。

　
　
こ
の
み
か
ど
（
円
融
帝
）
の
東
宮
に
た
＞
せ
給
ほ
ど
は
、
い
と
き
＞
に
く
・
い

　
　
み
じ
き
こ
と
ジ
も
こ
そ
は
べ
れ
な
。
こ
れ
は
、
み
な
人
の
し
ろ
し
め
し
た
る
事

　
　
な
れ
ば
、
こ
と
も
な
が
し
、
と
ゴ
め
侍
り
な
ん
。
（
「
円
融
院
紀
」
五
〇
頁
）

　
こ
の
二
文
が
記
さ
れ
て
、
他
の
「
天
皇
紀
」
に
あ
る
「
同
（
天
慶
）
七
年
甲
辰
四

月
廿
八
日
、
春
宮
に
た
＞
せ
給
、
御
と
し
十
九
。
」
（
「
村
上
天
皇
紀
」
四
八
頁
）
・
「
同

年
一
天
暦
四
年
一
の
七
月
廿
三
日
、
東
宮
に
た
・
せ
た
ま
ふ
」
（
「
冷
泉
院
紀
」
四
九
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頁
）
の
よ
う
な
年
譜
的
記
述
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
「
い
み
じ
き
こ
と
ゾ
も
」
と
は
、

為
平
親
王
と
の
東
宮
位
争
い
と
も
安
和
の
変
と
も
両
者
を
包
含
す
る
一
連
の
出
来
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

と
も
言
わ
れ
て
見
解
が
分
か
れ
る
が
、
と
に
か
く
守
平
親
王
立
坊
が
関
係
す
る
不
祥

事
件
で
あ
ろ
う
。
「
正
統
」
の
円
融
院
の
暗
雲
を
取
り
払
う
た
め
に
、
掲
載
が
忌
避
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

れ
た
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
立
坊
の
日
付
ま
で
も
が
省
筆
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
は
、
立
坊
の
特
殊
性
が
日
付
表
記
に
優
先
さ
れ
る

点
で
あ
る
。
立
坊
は
、
こ
の
場
合
、
時
間
表
現
以
上
に
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
『
大
鏡
』
に
お
け
る
「
正
統
」
尊
重
の
一
貫
性
と
と
も
に
、
皇
位
継
承
過
程

の
重
要
性
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
偏
向
は
『
栄
花
物
語
』
に
は

見
い
だ
し
難
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
外
戚
政
治
を
重
視
す
る
『
大
鏡
』
の
歴
史
観
に
従
う
と
、
真
に
意
味

が
あ
る
の
は
天
皇
の
治
世
だ
け
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
摂
政
や
関
白
は
、
今
上
帝
の
外

祖
父
や
外
伯
叔
父
に
な
っ
て
帝
王
の
神
聖
・
不
可
侵
の
権
威
を
分
与
さ
れ
て
、
宮
廷

貴
族
杜
会
の
統
御
を
図
る
。
こ
の
よ
う
な
体
制
に
と
っ
て
、
立
坊
や
即
位
は
直
接
的

貢
献
は
で
き
な
い
。
天
皇
位
が
保
持
さ
れ
る
こ
と
は
、
同
時
に
そ
の
外
戚
家
の
栄
華

が
持
続
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
日
付
表
記
で
強
調
さ
れ
る
即
位
や
立
坊
は
、

そ
の
第
一
歩
や
前
提
の
瞬
問
に
す
ぎ
な
い
。
政
権
や
繁
栄
に
は
不
可
欠
で
あ
っ
て
も
、

前
提
条
件
に
す
ぎ
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
時
間
表
現
で
刻
印
さ
れ
る
立
坊
や
即
位

は
、
栄
華
に
至
り
着
く
過
程
の
節
目
と
し
て
作
用
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
『
大
鏡
』
の
特
質
の
解
明
に
示
唆
的
な
の
だ
が
、
そ
の
問
題
の
追
及

の
前
に
、
今
度
は
立
后
に
注
目
し
て
『
栄
花
物
語
』
と
の
対
比
を
続
け
る
。

　
　
　
三

『
栄
花
物
語
』
で
関
心
が
持
た
れ
る
后
位
の
帰
着
は
、

　
　
　
　
　
『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面
一
福
田
）

『
大
鏡
』
で
も
主
要
な
構
成

要
素
の
一
つ
と
見
な
さ
れ
る
。
油
と
ん
ど
の
立
后
の
事
実
が
年
③
月
・
日
を
伴
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

顕
現
す
る
。
順
子
が
中
宮
。
皇
太
后
、
太
皇
太
后
に
栄
進
し
、
明
子
が
皇
后
に
カ
j
、

高
子
が
中
宮
と
皇
太
后
を
経
験
し
、
ま
た
、
穏
子
に
女
御
の
宣
旨
・
后
の
宣
旨
が
下

り
た
事
実
と
時
間
と
が
『
大
鏡
』
に
詳
録
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
『
栄
花
物
語
』
と
重
な

る
村
上
朝
以
降
で
は
、
遵
子
中
宮
・
詮
子
中
宮
・
定
子
中
宮
③
彰
子
中
宮
・
城
子
皇

后
。
威
子
中
宮
の
初
め
て
后
位
を
得
た
時
日
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

改
め
て
立
后
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が
う
か
が
え
る
と
同
時
に
、
彰
子
立
后
を
除
い

て
は
す
べ
て
の
日
付
が
『
栄
花
物
語
』
と
一
致
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
立
坊
な

ど
と
対
照
的
な
現
象
で
あ
る
。

　
彰
子
立
后
は
、
『
大
鏡
』
「
道
長
伝
」
に
「
長
保
二
年
庚
子
二
月
廿
五
日
」
の
日
付

の
も
と
に
十
三
歳
の
彰
子
が
「
中
宮
」
に
な
っ
た
こ
と
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
（
二

〇
五
頁
）
。
そ
れ
に
対
し
て
、
『
栄
花
物
語
』
に
は
「
三
月
に
、
藤
壼
（
彰
子
）
后
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

立
せ
給
べ
き
宣
旨
下
ぬ
。
中
宮
と
聞
え
さ
す
。
」
　
一
巻
第
六
「
か
ジ
や
く
藤
壼
」
上
二

〇
六
頁
）
と
あ
っ
て
背
馳
す
る
。
『
御
堂
関
白
記
』
『
権
記
』
『
日
本
紀
略
』
な
ど
に
照

ら
す
と
、
．
『
大
鏡
』
の
方
に
妥
当
性
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
『
栄
花

物
語
』
の
「
三
月
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
前
の
、
定
子
が
「
二
月
つ
ご
も
り
に
参
ら

せ
給
。
」
（
二
〇
四
頁
）
こ
と
と
連
鎖
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
定
子
参
内
の
時
期
も
諸

　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

記
録
と
一
致
し
な
い
。
敦
康
親
王
が
父
帝
一
条
院
と
対
面
す
る
記
事
が
布
置
さ
れ
る

の
も
こ
の
あ
た
り
で
あ
る
。
実
は
、
こ
れ
も
史
実
に
相
違
し
、
敦
康
親
王
誕
生
を
前

巻
「
浦
く
の
別
一
の
長
保
四
年
三
月
頃
に
改
変
す
る
一
上
一
八
八
頁
一
こ
と
と
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

関
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彰
子
入
内
⑧
立
后
の
頃
の
記
述
に
は
、
順
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

や
日
付
の
意
図
的
な
変
更
が
は
な
は
だ
し
い
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
『
栄
花
物
語
』
の

巻
第
五
・
六
は
、
前
後
の
諸
巻
と
は
別
系
統
の
本
文
を
伝
え
る
特
殊
な
部
分
と
考
え

　
　
　
　
（
2
7
）

ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
栄
花
物
語
』
に
あ
る
彰
子
立
后
の
日
付
は
、
特
殊
な
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『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面
（
福
田
）

事
情
に
基
づ
く
特
殊
な
記
述
と
見
な
す
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
に
か
く
、
彰
子
を
除
く
五
人
（
遵
子
⑧
詮
子
⑧
定
子
⑧
城
子
⑧
威
子
）
の
立
后

の
時
日
は
、
『
栄
花
物
語
』
と
『
大
鏡
』
で
矛
盾
が
ま
っ
た
く
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ

の
う
ち
、
定
子
と
城
子
の
立
后
の
日
付
に
関
し
て
は
、
両
書
は
文
献
的
に
孤
立
す
る
。

定
子
立
后
の
六
月
一
日
は
、
『
小
右
記
』
『
日
本
紀
略
』
『
大
鏡
裏
書
』
な
ど
の
十
月
五

日
と
大
差
が
あ
る
し
、
城
子
の
四
月
二
十
八
日
立
后
は
『
小
右
記
』
『
御
堂
関
白
記
』

『
日
本
紀
略
』
な
ど
が
二
十
七
日
と
す
る
の
と
一
致
し
な
い
。
こ
の
二
件
に
か
ぎ
る

と
、
『
大
鏡
』
と
『
栄
花
物
語
』
の
立
場
は
共
通
し
、
密
接
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
特
に
、
定
子
の
場
合
は
、
立
后
を
兼
家
存
生
中
の
こ
と
に
し
て
、
史
実
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
2
8
）

反
す
る
点
で
共
通
す
る
た
め
、
両
書
に
直
接
の
貸
借
関
係
さ
え
想
定
で
き
る
。
ま
た
、

威
子
が
後
一
条
帝
に
入
内
し
た
の
は
、
と
も
に
二
月
の
こ
と
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も

　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

他
書
と
は
相
違
す
る
。
入
内
・
立
后
記
事
に
お
け
る
両
書
の
類
同
性
が
確
認
で
き
る
。

で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
傾
向
は
立
坊
の
扱
わ
れ
方
に
反
す
る
。
『
大
鏡
』
で
は
、
立
后
や
后
妃
の
存
在

は
独
白
の
体
系
に
よ
っ
て
把
捉
さ
れ
る
ほ
ど
に
は
重
視
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
挙
げ
た
五
人
の
う
ち
、
母
后
と
し
て
の
立
后
は
詮
子
の
場

合
だ
け
で
あ
る
。
『
大
鏡
』
に
母
后
が
頻
出
す
る
点
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
『
栄
花
物

語
』
に
依
拠
す
る
立
后
記
録
は
、
母
后
を
除
く
「
后
」
に
か
か
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
母
后
は
東
宮
と
同
じ
よ
う
に
や
は
り
重
視
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
『
大
鏡
』
が
独
自
の
日
付
で
立
后
を
捉
え
た
可
能
性
の
あ
る
彰
子
は
、
後
に
二

帝
の
母
后
に
な
っ
て
刮
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
栄
花
物
語
』
の
対
象
と
す
る

年
代
以
前
で
は
、
順
子
と
高
子
が
中
宮
に
な
っ
た
事
実
が
日
付
と
と
も
に
記
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

が
、
こ
の
中
宮
は
皇
太
夫
人
の
こ
と
で
、
母
后
と
し
て
の
立
后
で
あ
っ
た
。
安
子
中

宮
も
、
「
冷
泉
院
・
円
融
院
・
為
平
式
部
卿
宮
と
女
宮
四
人
と
の
御
母
后
に
て
、
又
な

ら
び
な
く
お
は
し
ま
し
き
。
」
一
「
師
輔
伝
」
一
一
九
頁
）
と
母
后
ゆ
え
に
称
賛
さ
れ
る
。

明
子
と
穏
子
も
実
子
が
帝
位
に
あ
る
問
、
母
后
と
し
て
后
位
を
保
っ
て
い
た
。
さ
ら

に
言
え
ば
、
両
書
に
別
々
の
日
付
が
記
さ
れ
る
禎
子
内
親
王
誕
生
も
、
将
来
禎
子
が

後
三
条
帝
の
母
后
に
な
る
点
で
特
別
視
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
『
大
鏡
』
で
重
要
な
の

は
、
母
后
で
あ
り
、
外
戚
関
係
締
結
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
日
付
表
記
を
契
機
に
二
書
を
対
比
し
た
結
果
、
『
大
鏡
』
に
お
い

て
は
、
『
栄
花
物
語
』
に
依
存
し
な
い
で
独
立
し
た
認
識
の
も
と
に
「
立
坊
」
が
刻
印

さ
れ
、
『
栄
花
物
語
』
に
盲
従
す
る
立
后
記
事
の
中
に
あ
っ
て
は
「
母
后
」
だ
け
が
特

別
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
両
書
の
日
付
表
記

が
一
致
し
な
い
例
に
、
忠
平
莞
去
と
朝
光
莞
去
の
月
日
が
あ
る
。
両
書
の
日
付
は
一

致
す
る
け
れ
ど
も
そ
の
他
の
諸
記
録
と
は
乖
離
す
る
例
と
し
て
は
、
道
兼
任
関
白
、

伊
周
の
太
宰
府
下
向
、
伊
周
姦
去
の
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
数
量
的
に

ご
く
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い
。
両
書
の
膨
大
な
嘉
去
記
事
・
官
位
異
動
記
事
の
理
解
に

影
響
を
及
ぼ
す
に
は
至
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
事
情
が
考
え
ら
れ

よ
う
が
、
こ
こ
で
は
省
略
に
従
う
。

　
　
　
　
　
四

　
『
大
鏡
』
の
時
問
表
現
は
、
東
宮
の
決
定
を
年
譜
中
に
特
立
さ
せ
、
国
母
の
閲
歴

を
刻
印
す
る
、
既
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
道
長
を
は
じ
め
と
す
る
藤
原
氏
一
門
が

歴
代
天
皇
と
の
血
縁
関
係
に
依
拠
し
て
繁
栄
を
極
め
た
と
見
な
す
『
大
鏡
』
的
世
界

観
に
関
連
す
る
。
摂
政
・
関
白
－
国
母
－
天
皇
と
結
ぶ
系
譜
的
連
鎖
の
完
成
が
摂
関

政
治
体
制
の
基
盤
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
国
母
に
な
る
女
性
と
立
坊
を

果
た
す
皇
子
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
だ
れ
が
天
皇
で
あ
る
か
よ
り
も
母
后
に
だ
れ
が

な
る
の
か
の
方
が
、
政
権
獲
得
を
目
指
す
貴
族
に
は
は
る
か
に
重
要
だ
っ
た
。
母
后
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そ
の
も
の
に
目
的
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
母
后
を
介
し
て
天
皇
の
権
威
が
吸
収
で
き

る
点
に
意
義
が
見
い
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
一
人
の
皇
胤
が
立
坊
す
る
に
は
、

多
か
れ
少
な
か
れ
、
他
の
候
補
者
と
の
葛
藤
は
避
け
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
ひ
と

た
び
東
宮
位
に
就
け
ば
即
位
へ
の
階
梯
は
比
較
的
容
易
に
上
る
こ
と
が
で
き
る
。
東

宮
候
補
者
は
二
人
以
上
い
る
の
が
普
通
だ
が
、
即
位
の
可
能
性
は
常
に
一
人
の
東
宮

に
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
東
宮
や
母
后
は
、
一
面
で
は
、
上
層
貴
族
に
と
っ
て
の
成
功
の
第
一
条
件
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
東
宮
の
地
位
が
皇
位
継
承
の
前
段
階
で
は
あ
っ
て
も
皇
位
そ
の
も
の

で
は
な
い
よ
う
に
、
外
戚
は
東
宮
が
天
皇
に
な
ら
な
け
れ
ば
外
戚
の
勢
威
を
発
揚
で

き
な
い
。
母
后
の
地
位
と
立
場
も
、
そ
れ
が
摂
政
・
関
白
の
人
選
を
決
し
て
は
じ
め

て
意
味
が
認
め
ら
れ
る
。
一
族
か
ら
東
宮
や
母
后
が
出
る
こ
と
は
、
『
大
鏡
』
に
追
求

さ
れ
る
「
栄
華
」
の
根
本
的
な
要
因
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
大
宅
世
次
が
表
明
す
る
『
大
鏡
』
の
著
作
目
的
と
も
照
応

す
る
。

　
　
ま
め
や
か
に
世
次
が
申
さ
ん
と
思
こ
と
は
、
こ
と
ぐ
か
は
。
た
二
ま
の
入

　
　
道
殿
下
（
道
長
）
の
御
あ
り
さ
ま
の
、
よ
に
す
ぐ
れ
て
お
は
し
ま
す
こ
と
を
、

　
　
道
俗
男
女
の
お
ま
へ
に
て
申
さ
ん
と
お
も
ふ
が
、
い
と
こ
と
お
ほ
く
な
り
て
、

　
　
あ
ま
た
の
帝
王
⑧
后
、
又
大
臣
・
公
卿
の
御
う
へ
を
つ
ゾ
く
べ
き
な
り
。
そ
の

　
　
な
か
に
さ
い
は
ひ
人
に
お
は
し
ま
す
こ
の
御
あ
り
さ
ま
申
さ
む
と
お
も
ふ
ほ
ど

　
　
に
、
世
の
中
の
こ
と
の
か
〆
れ
な
く
あ
ら
は
る
べ
き
也
。
つ
て
に
う
け
た
ま
は

　
　
れ
ば
、
法
華
経
一
部
を
と
き
た
て
ま
つ
ら
ん
と
て
こ
そ
、
ま
づ
余
教
を
ば
と
き

　
■
た
ま
ひ
け
れ
。
そ
れ
を
な
づ
け
て
五
時
教
と
は
い
ふ
に
こ
そ
は
あ
な
れ
。
し
か

　
　
の
ご
と
く
に
、
入
道
殿
の
御
さ
か
へ
を
申
さ
ん
と
お
も
ふ
ほ
ど
に
、
余
教
の
と

　
　
か
る
＞
と
い
ひ
つ
べ
し
　
㌧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
総
序
」
三
九
頁
）

　
　
　
　
　
　
『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面
一
福
田
）

　
「
あ
ま
た
の
帝
王
・
后
、
又
大
臣
・
公
卿
」
の
こ
と
や
「
世
の
中
の
こ
と
」
は
、

道
長
の
「
さ
い
は
ひ
人
」
と
し
て
の
「
あ
り
さ
ま
」
を
説
明
す
る
た
め
の
「
余
教
」

と
な
る
べ
く
語
ら
れ
る
と
い
う
。
道
長
の
栄
華
が
現
出
す
る
ま
で
の
過
程
、
成
功
の

要
因
で
あ
る
た
め
に
、
道
長
が
直
接
関
与
し
な
い
歴
史
事
件
・
逸
話
も
記
載
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
世
次
翁
の
意
図
は
、
「
天
皇
本
紀
」
の
最

末
部
に
も
開
陳
さ
れ
る
。

　
　
帝
王
の
御
次
第
は
、
申
さ
で
も
あ
り
ぬ
べ
け
れ
ど
、
入
道
殿
下
一
道
長
）
の
御

　
　
栄
花
も
な
に
㌧
よ
り
ひ
ら
け
た
ま
ふ
ぞ
と
思
へ
ば
、
先
み
か
ど
⑧
后
の
御
あ
り

　
　
さ
ま
を
申
へ
き
也
。
う
ゑ
き
は
、
根
を
お
ほ
し
て
つ
く
ろ
ひ
お
ほ
し
た
て
つ
れ

　
　
ば
こ
そ
、
枝
も
し
げ
り
て
、
こ
の
み
を
も
む
す
べ
や
。
し
か
れ
ば
ま
づ
帝
王
の

　
　
御
つ
ゴ
き
を
お
ぼ
え
て
、
つ
ぎ
に
大
臣
の
つ
づ
き
は
あ
か
さ
ん
と
也
（
「
へ
き
」

　
　
「
て
」
は
見
せ
消
ち
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
八
頁
）

　
道
長
の
栄
華
が
「
な
に
＞
よ
り
ひ
ら
け
」
た
か
を
究
明
す
る
た
め
に
「
帝
王
の
御

次
第
」
「
み
か
ど
・
后
の
御
あ
り
さ
ま
」
が
口
唱
さ
れ
る
。
道
長
以
外
の
「
大
臣
の
つ
ジ

き
」
も
同
様
に
道
長
隆
盛
の
因
由
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
世
次
翁

の
言
質
を
そ
の
ま
ま
信
じ
れ
ば
、
道
長
の
栄
華
を
核
心
に
据
え
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で

の
経
過
、
そ
れ
が
も
た
ら
さ
れ
た
原
因
や
理
由
に
も
『
大
鏡
』
の
主
眼
が
あ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
に
即
応
し
て
か
、
『
大
鏡
』
に
は
道
長
誕
生
前
の
記
事
が
多
い
。
「
道

長
伝
」
に
至
る
ま
で
に
約
三
分
の
二
の
紙
幅
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
『
栄
花
物
語
』
に

も
道
長
登
場
以
前
の
時
代
が
叙
述
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
正
編
三
十
巻
中
の
二
巻
に
す

ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
『
大
鏡
』
が
過
程
・
由
来
に
記
述
を
傾
斜
さ
せ
る
の
は
一
見

し
て
明
ら
か
で
あ
る
。
『
栄
花
物
語
』
は
道
長
政
権
を
導
く
時
代
と
し
て
宇
多
朝
あ
る

い
は
村
上
朝
以
降
を
把
捉
し
た
が
、
『
大
鏡
』
は
さ
ら
に
遡
及
し
て
文
徳
朝
や
冬
嗣
の

活
躍
し
た
嵯
峨
朝
ま
で
を
対
象
と
し
、
天
智
天
皇
と
藤
原
鎌
足
の
時
代
ま
で
も
視
野
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『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面
（
福
田
）

に
収
め
て
い
る
。
道
長
栄
華
の
真
因
を
よ
り
積
極
的
に
追
求
し
て
い
る
と
も
言
え
よ

う
。
ま
た
、
『
大
鏡
』
作
品
の
著
作
意
図
や
主
題
に
、
栄
華
の
由
来
究
明
や
必
然
性
追

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

求
な
ど
が
見
い
だ
さ
れ
る
場
合
は
多
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

　
「
大
臣
列
伝
」
は
明
ら
か
に
冬
嗣
流
藤
原
氏
の
正
系
峻
別
の
過
程
を
基
幹
に
構
成

　
　
（
3
2
）

さ
れ
る
。
直
系
の
父
祖
た
ち
の
幸
運
と
功
績
が
道
長
の
繁
栄
に
結
実
す
る
経
過
が
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

写
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
、
「
天
皇
本
紀
」
の
皇
位
継
承
過
程
に

も
意
が
用
い
ら
れ
、
正
統
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
怨
霊
④
物
の
怪
が
付

き
ま
と
う
朱
雀
院
・
冷
泉
院
・
花
山
院
二
二
条
院
は
正
統
か
ら
脱
落
し
、
慶
頼
⑧
敦

明
両
東
宮
は
即
位
か
ら
も
遠
ざ
か
る
。
そ
の
結
果
、
怨
霊
と
無
縁
の
村
上
天
皇
・
円

融
院
ら
が
正
統
と
し
て
残
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
『
大
鏡
』
に
精
神
面
の
欠
陥

が
指
摘
さ
れ
る
冷
泉
・
花
山
二
二
条
院
や
為
尊
。
敦
道
：
水
平
・
敦
明
の
四
親
王
も

正
統
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
概
し
て
、
傍
系
天
皇
・
皇
胤
に
は
負
の
要
因
が

必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
見
い
だ
さ
れ
る
。
一
方
、
光
孝
天
皇
か
ら
後
一
条
院
ま
で

の
直
系
七
代
は
神
々
に
加
護
さ
れ
、
正
統
と
の
血
縁
が
極
度
に
強
調
さ
れ
て
特
立
す

（
3
3
）

る
。
こ
の
よ
う
な
叙
述
態
度
が
過
程
を
聞
明
し
よ
う
と
す
る
意
志
に
基
づ
く
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
天
皇
本
紀
」
に
は
、
各
天
皇
の
父
母
・
外
祖
父
の
紹
介
に
は
じ
ま
っ
て
、
天
皇

の
生
誕
二
兀
服
・
立
坊
・
即
位
・
在
位
期
問
な
ど
が
年
譜
的
に
列
記
さ
れ
て
い
き
、

末
尾
に
母
后
の
略
歴
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
周
到
な
配
慮
に
よ
る
整
然
と
し
た
構
成

と
言
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
で
は
天
皇
在
位
中
の
事
績
や
事
件
は
ほ
と
ん
ど
無
視

　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
在
位
中
の
記
事
と
し
て
は
、
「
ふ
ぢ
つ
ぼ
の
う
へ
の
御
つ
ぼ
ね

の
く
ろ
ど
」
が
開
か
れ
た
こ
と
（
「
光
孝
天
皇
紀
」
四
五
頁
）
、
賀
茂
臨
時
祭
の
起
源

（
「
宇
多
天
皇
紀
」
四
五
頁
）
、
皇
子
の
「
五
十
日
の
餅
」
で
の
詠
歌
（
「
醍
醐
天
皇
紀
」

四
七
頁
）
、
三
条
帝
の
不
如
意
な
生
活
（
「
一
二
条
院
紀
」
五
四
∫
五
七
頁
）
、
後
一
条
帝

図1　正系・正統関係系図写（正系

）
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敦
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通
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仁
善
子
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慶
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母
）

子
一
醍
醐
母
一

五
七
⑧
五
八
頁
）

子
一
永
平
母
一

　
　
　
　
　
良
門
　
　
高
藤

の
後
見
の
こ
と
一
「
後
一
条
院
紀
」
　
　
　
　
　
　
な
ど
が
瞥
見
で
き
る
程
度
で
あ

る
。
印
象
的
な
花
山
院
出
家
退
位
の
経
緯
（
「
花
山
院
紀
」
五
一
s
五
三
頁
）
は
、
す

で
に
在
位
中
の
出
来
事
と
は
見
な
し
難
い
段
階
に
進
ん
で
い
る
。
各
治
世
の
様
態
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

付
加
的
な
「
昔
物
語
」
に
譲
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
、
　
「
天
皇
本
紀
」
の
本
旨

か
ら
は
隔
た
る
の
で
あ
る
。
天
皇
の
存
在
や
治
世
の
実
相
よ
り
も
、
そ
こ
に
至
る
過

程
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
面
か
ら
「
天
皇
本
紀
」
を
み
る
と
、
漢
文
体
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の
正
史
や
私
撰
国
史
に
お
け
る
「
即
位
前
紀
」
に
相
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

れ
を
最
も
典
型
的
に
あ
ら
わ
す
の
は
「
光
孝
天
皇
紀
」
で
あ
る
。
父
母
・
外
祖
父
に

続
い
て
、
誕
生
以
来
、
四
品
・
中
務
卿
二
二
品
③
上
野
大
守
・
大
宰
権
帥
・
二
品
・

式
部
卿
・
一
品
・
大
宰
帥
を
経
験
し
た
こ
と
が
年
月
日
の
も
と
に
列
挙
さ
れ
、
即
位

後
の
こ
と
は
「
こ
の
御
時
に
、
ふ
ぢ
つ
ぼ
の
う
へ
の
御
つ
ぼ
ね
の
く
ろ
ど
は
あ
き
た

る
と
、
き
㌧
は
べ
る
は
、
ま
こ
と
に
や
。
」
（
四
五
頁
）
と
い
う
一
文
が
あ
る
に
す
ぎ

な
い
。
「
天
皇
本
紀
」
に
は
、
即
位
ま
で
の
過
程
が
、
日
付
表
記
を
伴
っ
て
明
瞭
に
記

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
『
大
鏡
』
に
は
栄
華
が
享
受
さ
れ
る
様
相
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
な
い
。
道
長
が
三

十
年
問
に
わ
た
っ
て
満
喫
し
て
い
た
は
ず
の
羨
望
す
べ
き
生
活
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
。
現
時
点
の
万
寿
二
年
が
近
く
な
る
と
日
付
表
記
が
漸
減
す
る

の
も
際
立
っ
た
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
万
寿
二
年
に
は
、
道
長
の
嫡
子
頼
通
は
す
で

に
摂
関
職
を
八
年
問
経
験
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
年
齢
も
三
十
四
歳
に
達
し
、
父

道
長
が
政
権
を
獲
得
し
た
三
十
歳
を
上
回
っ
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
、
『
大
鏡
』
に
は

頼
通
の
人
間
像
や
執
政
の
実
態
は
ま
っ
た
く
描
出
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
三
十
八
歳

の
彰
子
の
活
躍
す
る
場
面
も
つ
い
に
な
い
。
道
長
内
孫
通
房
の
誕
生
は
、
『
栄
花
物
語
』

に
は
詳
し
い
（
巻
第
二
十
四
「
わ
か
ば
え
」
）
が
、
『
大
鏡
』
で
は
簡
略
に
し
か
記
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

れ
な
い
（
「
藤
氏
物
語
」
）
。
栄
華
と
は
子
孫
の
繁
栄
・
充
実
を
意
味
す
る
は
ず
な
の
に
、

道
長
の
子
衣
間
の
実
相
は
ほ
と
ん
ど
知
り
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
道
長
の
栄
華
が
確
定

的
に
な
っ
て
、
「
ほ
か
ざ
ま
（
他
家
）
へ
も
わ
か
れ
ず
な
り
に
し
ぞ
か
し
。
」
（
「
道
長

伝
」
二
〇
四
頁
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
事
柄
に
は
注
意
が
払
わ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
『
栄
花
物
語
』
に
、
安
定
政
権
を
築
い
て
か
ら
の
道
長
の
功
業

に
過
半
数
の
巻
が
費
や
さ
れ
て
賛
美
さ
れ
つ
づ
け
る
の
と
鮮
や
か
に
対
時
し
て
い

る
。
『
大
鏡
』
が
過
程
や
由
来
の
解
明
を
目
的
と
す
る
こ
と
が
、
い
よ
い
よ
明
白
に
な

　
　
　
　
　
　
『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面
（
福
田
）

る
で
あ
ろ
う
。

　
『
栄
花
物
語
』
が
歴
史
的
一
編
年
的
一
記
録
と
物
語
的
叙
述
と
に
分
割
さ
れ
、
両

者
併
存
の
様
態
に
こ
の
歴
史
物
語
の
特
質
が
見
い
だ
さ
れ
た
の
は
、
時
枝
誠
記
氏
に

よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
編
年
的
記
録
の
部
分
が
、
「
系
図
の
文
章
的
表
現
」
と
「
編
年
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

日
誌
」
に
再
分
さ
れ
て
、
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
時
枝
氏
に
重
視
さ
れ
た
の
は
「
系

図
が
語
ら
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
が
、
こ
の
物
語
の
記
録
的
性
格
の
解
明
に
意
義
が
認

め
ら
れ
た
と
も
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
機
械
的
と
さ
え
思
わ
れ
る
操
作
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

『
栄
花
物
語
』
形
成
過
程
の
面
か
ら
の
反
論
も
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
毛
、
「
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

皇
の
即
位
・
退
位
、
人
物
の
叙
位
・
任
官
、
生
没
等
」
の
日
誌
的
要
素
が
『
栄
花
』

全
編
を
貫
通
す
る
点
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
文
学
と
し
て
は
無
駄
な
記
録

　
　
　
　
　
　
　
一
4
0
）

的
、
年
代
記
的
記
述
」
が
作
品
読
解
の
肯
緊
に
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
編
年
史
的
秩
序
は
、
『
大
鏡
』
の
基
底
に
も
潜
在
し
て
い
る
。
年
月
日

が
冠
せ
ら
れ
た
記
事
が
確
然
と
重
複
し
な
い
現
象
か
ら
は
、
編
年
体
的
な
原
資
料
が

ま
ず
あ
っ
て
そ
れ
が
『
大
鏡
』
に
再
編
成
・
再
配
列
さ
れ
た
と
い
う
想
定
に
導
か
れ

る
。　

『
大
鏡
』
で
は
、
『
栄
花
物
語
』
に
比
し
て
軽
視
さ
れ
る
は
ず
の
后
妃
関
係
事
項
が
、

日
付
表
記
を
伴
っ
て
予
想
外
に
頻
出
し
、
記
録
と
し
て
顕
在
化
す
る
の
も
注
目
に
値

す
る
。
た
だ
し
、
『
栄
花
物
語
』
の
后
位
が
女
性
の
最
終
目
標
と
見
な
さ
れ
て
脚
光
を

浴
び
る
こ
と
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
大
鏡
』
で
は
目
標
到
達
の
た
め
の
一
条
件
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
重
要
視
さ
れ
る
理
由
に
断
層
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
『
大
鏡
』
に
お
い
て
は
、
血
縁
関
係
を
仲
介
し
て
栄
華
の
支
柱
に
な
る
「
母
后
」

に
独
自
の
視
線
が
注
が
れ
る
。
こ
の
視
線
は
東
宮
位
に
も
向
け
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
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『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面
（
福
田
）

の
地
位
が
決
定
さ
れ
る
日
付
は
『
栄
花
物
語
』
か
ら
独
立
し
て
、
固
有
の
認
識
の
も

と
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
大
鏡
』
の
政
治
的
世
界
で
肝
要
な
の
は
、
皇
位
継
承
者
の

決
定
（
立
坊
）
と
外
戚
関
係
の
要
諦
と
な
る
母
后
の
存
在
な
の
で
あ
る
。
政
権
や
摂

関
職
を
目
指
す
貴
族
男
性
は
、
ま
ず
し
か
る
べ
き
正
室
と
の
問
に
女
子
を
得
て
、
そ

の
女
子
を
天
皇
（
あ
る
い
は
東
宮
）
に
入
内
さ
せ
、
そ
こ
で
男
皇
子
が
生
ま
れ
る
と

即
座
に
立
坊
さ
せ
て
や
が
て
皇
位
に
つ
け
よ
う
と
す
る
。
首
尾
よ
く
外
孫
の
男
皇
子

が
皇
位
に
上
る
と
、
女
子
は
母
后
に
な
り
、
自
身
は
外
祖
父
と
し
て
執
政
で
き
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
『
大
鏡
』
の
上
層
貴
族
に
一
様
に
志
向
さ
れ
た
道
筋
で
あ
り
、
唯

一
の
栄
華
獲
得
方
法
だ
っ
た
。
こ
の
行
程
で
最
も
肝
要
で
最
も
不
如
意
な
の
は
、
自

身
に
女
子
が
誕
生
し
、
外
孫
が
男
皇
子
で
あ
る
偶
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
偶
然
が
政
権

樹
立
に
寄
与
す
る
た
め
に
最
も
重
要
で
最
も
困
難
な
の
が
、
皇
子
の
立
坊
と
女
子
が

母
后
と
し
て
后
位
に
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
段
階
で
、
貴
族
政
治
家
の
手
腕
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
ユ
）

発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
こ
に
顕
現
し
、
『
大
鏡
』
で
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
言
う
な
れ
ば
、
外
戚
関
係
確

立
ま
で
の
過
程
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
が
栄
華
の
由
来
で
あ
り
、
源
泉
で
あ

り
、
『
大
鏡
』
で
究
明
さ
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
栄
花
物
語
』
に
欠
如
す
る
、

『
大
鏡
』
独
特
の
態
度
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
『
栄
花
物
語
』
は
あ
る
歴
史
事
象

に
主
体
的
に
対
時
し
て
批
判
す
る
の
で
は
な
く
、
感
性
的
な
受
容
に
終
始
す
る
傾
向

　
　
（
4
2
）

を
も
つ
。
『
大
鏡
』
が
過
程
を
追
求
す
る
の
に
対
し
て
、
『
栄
花
物
語
』
は
結
果
に
反

応
す
る
。
こ
の
点
で
両
書
は
本
質
的
に
相
違
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
時
に
、
こ

の
相
違
は
同
一
の
事
件
を
異
な
っ
た
角
度
か
ら
異
な
っ
た
方
法
で
照
射
す
る
可
能
性

を
生
じ
さ
せ
る
。
こ
の
意
味
で
、
両
書
は
歴
史
書
と
し
て
相
互
補
完
の
関
係
に
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
ま
り
に
も
視
座
が
対
立
す
る
た
め
に
、
同
時
代
を
扱
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

二
書
が
併
存
で
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
大
鏡
』
に
欠
落
す
る
の
は
栄
華
と
い
う
結
果
へ
の
反
応
の
描
写
だ
け

で
は
な
い
。
編
年
性
が
放
棄
さ
れ
た
た
め
に
、
本
来
は
一
連
の
事
件
で
あ
る
の
に
そ

の
脈
絡
が
不
鮮
明
に
な
っ
た
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
花
山
天
皇
の
退
位
が
一
条

帝
即
位
と
そ
れ
に
伴
う
兼
家
の
執
政
や
頼
忠
の
関
白
辞
任
に
直
結
し
た
こ
と
、
三
条

天
皇
の
譲
位
が
実
子
敦
明
親
王
の
立
坊
を
も
た
ら
し
た
こ
と
な
ど
は
、
『
大
鏡
』
の
記

述
か
ら
だ
け
で
は
即
座
に
は
理
解
で
き
な
い
。
『
大
鏡
』
に
は
最
も
枢
要
な
一
場
面
が

描
写
さ
れ
る
が
、
そ
の
意
味
は
か
な
り
精
確
な
編
年
史
的
知
識
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

感
得
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
で
必
要
な
知
識
は
、
ほ
と
ん
ど
が
『
栄

華
物
語
』
に
よ
っ
て
充
足
で
き
る
の
で
あ
る
。
先
行
の
『
栄
花
物
語
』
の
欠
如
部
分

が
『
大
鏡
』
に
補
わ
れ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
『
大
鏡
』
「
大
臣
列

　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

伝
」
の
系
図
的
構
成
は
『
栄
花
物
語
』
の
登
場
人
物
の
把
握
に
有
益
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
反
面
、
系
図
的
構
成
だ
け
で
は
歴
史
の
流
動
は
再
現
し
難
い
。
『
大
鏡
』
に
は
、

『
栄
花
物
語
』
の
編
年
性
に
依
存
し
て
作
晶
世
界
を
完
成
さ
せ
る
一
面
が
あ
る
の
で

は
な
い
。
だ
ろ
う
か
、

　
ま
た
、
こ
の
相
互
依
存
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
両
書
の
基
本
的
立
場
が
あ
る
程

度
共
通
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
両
書
が
共
通
の
歴
史
観
（
摂
関
時
代

　
（
4
5
）

史
観
）
を
基
盤
に
成
り
立
つ
偶
然
が
偶
然
で
な
く
な
る
。
天
皇
と
の
血
縁
の
み
に
栄

華
の
要
件
が
等
し
く
見
い
だ
さ
れ
た
の
は
当
為
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
相
補
の
関
係
は
、

両
歴
史
物
語
が
同
一
の
時
代
を
同
一
の
方
式
で
把
捉
す
る
か
ら
こ
そ
可
能
な
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

る
。
両
書
に
登
場
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
圏
域
の
人
物
に
限
ら
れ
る
こ
と
も
互
助

関
係
を
支
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
両
書
の
関
係
は
同
時
代
を
対
象
と
し
、
中
心
人
物
道
長
を
共
有
す
る

と
い
う
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
『
大
鏡
』
は
『
栄
花
物
語
』

の
編
年
性
を
克
服
し
て
、
新
形
式
を
創
出
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
根
底
に
は
確
固
と
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し
た
編
年
意
識
の
存
在
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
『
大
鏡
』
は
存
立
で
き
、
編
年
性
を
脱

却
で
き
た
の
で
あ
る
。
『
栄
花
物
語
』
の
成
立
と
流
布
を
前
提
に
し
て
『
大
鏡
』
の
独

自
性
は
発
現
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
註

　
一
1
）
　
小
松
茂
人
氏
「
『
大
鏡
』
の
人
間
」
一
『
文
学
』
第
十
一
巻
第
五
号
、
昭
和
1
8
年
5
月
）
、

　
　
　
同
氏
「
大
鏡
の
人
問
像
」
（
『
国
文
学
』
第
二
巻
第
十
二
号
、
昭
和
3
2
年
1
2
月
）
、
同
氏
「
『
平

　
　
　
家
物
語
』
の
構
想
に
つ
い
て
1
『
大
鏡
』
と
の
対
比
－
」
（
『
芸
文
』
昭
和
5
8
年
u
月
）
な
ど

　
　
　
参
照
。

　
（
2
）
　
冨
倉
徳
次
郎
氏
「
女
性
の
文
学
と
し
て
の
栄
花
物
語
」
一
『
栄
花
物
語
』
古
典
日
本
文
学

　
　
　
全
集
9
、
筑
摩
書
房
、
昭
和
3
7
年
刊
）
、
今
井
源
衛
氏
「
栄
花
物
語
」
（
『
新
訂
増
補
国
史
大

　
　
　
系
月
報
』
5
、
昭
和
3
9
年
9
月
）
、
加
納
重
文
氏
「
『
栄
花
物
語
』
の
性
格
」
一
『
国
語
国
文
』

　
　
　
第
四
十
五
巻
第
九
号
、
昭
和
5
1
年
9
月
）
な
ど
参
照
。

　
（
3
）
　
中
宮
・
皇
后
・
皇
太
后
・
太
皇
太
后
・
皇
太
夫
人
な
ど
。

　
（
4
）
　
　
『
大
鏡
』
の
諸
本
の
多
く
は
、
醍
醐
天
皇
の
実
母
胤
子
を
、
実
際
は
皇
太
后
を
追
贈
さ

　
　
　
れ
た
の
に
、
生
前
の
皇
太
后
と
誤
認
す
る
一
「
醍
醐
天
皇
紀
」
「
藤
氏
物
語
」
）
。
温
子
掲
載

　
　
　
　
の
余
地
は
さ
ら
に
な
い
。

　
一
5
）
　
今
中
寛
司
氏
「
『
大
鏡
』
の
摂
関
時
代
史
観
」
（
古
代
学
協
会
編
『
摂
関
時
代
史
の
研
究
』

　
　
　
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
4
0
年
刊
）
、
山
中
裕
氏
「
大
鏡
の
歴
史
批
判
の
性
格
」
（
『
国
文
学
』
第

　
　
　
十
一
巻
第
二
号
、
昭
和
4
1
年
2
月
一
、
同
氏
著
『
平
安
朝
文
学
の
史
的
研
究
』
一
吉
川
弘
文

　
　
　
館
、
昭
和
4
9
年
刊
一
三
九
〇
頁
、
拙
稿
「
『
大
鏡
』
「
大
臣
列
伝
」
に
お
け
る
栄
華
の
実
現

　
　
　
－
外
戚
関
係
と
子
孫
繁
栄
－
」
一
『
日
本
文
芸
論
叢
』
第
一
号
、
昭
和
5
7
年
3
月
）
な
ど
参

　
　
　
照
。

　
（
6
）
　
『
大
鏡
』
の
引
用
は
、
松
村
博
司
氏
校
注
『
大
鏡
』
一
日
本
古
典
文
学
大
系
二
十
一
、
岩

　
　
　
波
書
店
、
昭
和
3
5
年
刊
一
に
よ
る
。
た
だ
し
、
（
一
内
の
補
足
説
明
ぼ
適
宜
論
者
が
加
え

　
　
　
　
る
。
以
下
同
じ
。

　
（
7
一
　
岩
瀬
文
庫
本
に
は
「
女
の
御
さ
ひ
は
ひ
は
后
こ
そ
き
は
め
て
お
は
し
ま
す
御
事
な
め
れ
」

　
　
　
　
（
日
本
古
典
文
学
大
系
『
大
鏡
』
補
注
、
四
七
五
頁
）
と
い
う
一
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
他

　
　
　
　
の
流
布
本
系
・
異
本
系
諸
本
に
も
広
く
見
ら
れ
る
。

　
（
8
）
　
拙
稿
「
『
大
鏡
』
の
構
想
と
皇
位
継
承
過
程
1
「
正
統
」
の
確
定
と
顕
在
化
1
」
（
『
島
大

　
　
　
　
　
　
　
　
『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面
（
福
田
）

13 1211 10　9
（
1
4
）

（
1
5
）

17 16

国
文
』
第
十
七
号
、
昭
和
6
3
年
u
月
一
参
照
。

　
松
本
治
久
氏
著
『
大
鏡
の
構
成
』
一
桜
楓
社
、
昭
和
4
4
年
刊
）
参
照
、

　
拙
稿
「
『
大
鏡
』
「
大
臣
列
伝
」
の
考
察
－
冬
嗣
流
藤
原
氏
「
正
系
」
決
定
過
程
を
め
ぐ
っ

　
（
8
）
に
同
じ
。

　
山
岸
徳
平
氏
「
大
鏡
の
構
成
と
思
想
」
（
『
国
文
学
』
第
二
巻
第
十
二
号
、
昭
和
3
2
年
1
2

月
）
、
増
井
経
夫
氏
訳
・
著
『
史
通
』
（
研
文
出
版
、
昭
和
5
6
年
刊
）
一
五
頁
な
ど
参
照
。

　
先
坊
（
故
保
明
親
王
一
の
四
十
九
日
の
法
事
の
日
に
詠
ま
れ
た
歌
「
い
ま
は
と
て
み
や

ま
を
い
づ
る
ほ
と
Σ
ぎ
す
、
い
づ
れ
の
さ
と
に
な
か
ん
と
す
ら
ん
」
に
続
い
て
「
五
月
の

こ
と
に
は
べ
り
け
り
。
」
と
時
間
一
月
一
が
表
記
さ
れ
る
例
が
あ
る
（
「
村
上
天
皇
紀
」
四

九
頁
）
。
し
か
し
、
こ
れ
は
歌
句
に
対
応
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
「
ほ
と
Σ
ぎ
す
」
が
詠

ま
れ
た
こ
と
の
説
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
逸
話
の
構
成
要
素
と
見
な
せ

る
年
月
日
表
現
は
除
外
し
た
。

　
平
田
俊
春
氏
「
大
鏡
千
葉
本
系
諸
本
の
研
究
」
（
『
国
語
国
文
』
第
十
七
巻
第
十
号
、
昭

和
2
4
年
3
月
）
、
同
氏
「
大
鏡
の
原
型
に
関
す
る
研
究
」
一
『
防
衛
大
学
校
紀
要
』
第
二
輯
、

昭
和
3
3
年
7
月
。
平
田
氏
の
二
論
文
は
、
同
氏
著
『
日
本
古
典
の
成
立
の
研
究
』
〈
日
本

書
院
、
昭
和
3
4
年
刊
V
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
）
、
河
北
騰
氏
「
大
鏡
研
究
の
問
題
点
1
そ

の
虚
構
性
と
文
芸
美
1
」
一
『
独
協
大
学
教
養
諸
学
研
究
』
第
十
二
号
、
昭
和
5
2
年
1
2
月
。

同
氏
著
『
歴
史
物
語
の
新
研
究
』
〈
明
治
書
院
、
昭
和
5
7
年
刊
V
・
『
歴
史
物
語
論
考
』
〈
笠

問
書
院
、
昭
和
6
1
年
刊
V
に
収
録
）
、
松
村
博
司
氏
「
歴
史
物
語
研
究
の
現
状
と
展
望
」
（
『
解

釈
』
第
二
十
八
巻
第
一
号
、
昭
和
5
7
年
－
月
。
同
氏
著
『
歴
史
物
語
研
究
余
滴
』
〈
和
泉

書
院
、
昭
和
5
7
年
刊
V
に
再
録
。
）
、
同
氏
著
『
栄
花
物
語
・
大
鏡
の
成
立
』
（
桜
楓
杜
、
昭

和
5
9
年
刊
）
、
同
氏
「
原
型
本
『
大
鏡
』
復
原
試
案
」
一
『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
第
五

十
九
号
、
昭
和
6
1
年
1
2
月
）
な
ど
参
照
。

　
後
一
条
帝
元
服
は
、
「
後
一
条
院
紀
」
に
は
「
寛
仁
二
年
正
月
三
日
」
（
五
七
頁
）
、
「
道

長
伝
」
に
は
「
寛
仁
二
年
戊
午
正
月
二
日
」
と
あ
っ
て
一
致
し
な
い
。
な
お
、
『
栄
花
物
語
』

『
御
堂
関
白
記
』
『
日
本
紀
略
』
な
ど
に
よ
る
と
「
三
日
」
で
あ
る
。

拙
稿
「
『
大
鏡
』
構
想
の
二
重
性
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
文
芸
研
究
』
第
一
ニ
ハ
集
、
昭
和
6
2

年
9
月
）
参
照
。

　
高
橋
伸
幸
氏
「
栄
花
物
語
の
方
法
」
（
『
国
語
国
文
』
第
三
十
九
巻
第
一
号
、
昭
和
4
5
年

－
月
）
。



『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面

一
福
田
一

72

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

　
他
の
記
録
類
に
徴
す
る
と
、
両
書
と
も
誤
り
を
含
み
、
優
劣
を
決
し
が
た
い
よ
う
で
あ

る
。

芳
賀
矢
一
氏
著
「
歴
史
物
語
」
一
『
芳
賀
矢
一
遺
著
』
冨
山
房
、
昭
和
3
年
刊
）
、
平
田
俊

春
氏
「
大
鏡
と
栄
華
物
語
と
の
関
係
及
び
大
鏡
の
著
作
年
代
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
雑
誌
』

第
四
十
五
編
第
十
二
号
、
昭
和
9
年
1
2
月
。
の
ち
に
同
氏
著
『
平
安
時
代
の
研
究
』
〈
山

一
書
房
、
昭
和
1
8
年
刊
V
・
『
日
本
古
典
の
成
立
の
研
究
』
〈
日
本
書
院
、
昭
和
3
4
年
刊
V

に
収
録
。
）
、
松
村
博
司
氏
「
大
鏡
と
栄
花
物
語
の
関
係
」
一
『
国
文
学
』
第
二
巻
第
十
二
号
、

昭
和
3
2
年
1
2
月
。
の
ち
に
同
氏
著
『
栄
花
物
語
の
研
究
　
続
篇
』
〈
刀
江
書
院
、
．
昭
和
3
5

年
刊
V
に
収
録
。
）
な
ど
参
照
。

　
古
く
、
大
石
千
引
の
『
大
鏡
短
観
抄
』
（
文
化
七
年
自
序
一
に
は
、
安
和
の
変
（
源
高
明

左
遷
事
件
）
の
こ
と
と
さ
れ
、
そ
れ
に
至
る
守
平
親
王
（
円
融
院
）
と
為
平
親
王
（
高
明

女
婿
一
の
東
宮
争
い
に
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
襲
し
て
か
、
小
中
村
義
象
氏
・

落
合
直
文
氏
著
『
大
鏡
詳
解
』
（
明
治
書
院
、
明
治
3
0
年
刊
）
、
小
林
栄
子
氏
著
『
大
鏡
活

釈
』
（
大
同
館
書
店
、
大
正
1
4
年
刊
）
、
山
岸
徳
平
氏
校
訂
「
大
鏡
」
（
『
校
註
日
本
文
学
大

系
』
第
十
二
巻
、
国
民
図
書
、
大
正
1
5
年
刊
一
、
関
根
正
直
氏
著
『
大
鏡
新
註
』
（
林
平
書

店
、
大
正
1
5
年
刊
）
、
岡
一
男
氏
校
註
『
大
鏡
』
（
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社
、
昭
和

3
5
年
刊
）
、
幡
健
二
氏
校
注
。
訳
『
大
鏡
』
（
日
本
古
典
文
学
全
集
2
0
、
小
学
館
、
昭
和
4
9

年
刊
一
、
小
久
保
崇
明
氏
校
注
『
大
鏡
上
巻
』
一
影
印
校
注
古
典
叢
書
9
、
新
典
社
、
昭
和

5
2
年
刊
）
な
ど
に
も
、
安
和
の
変
に
立
坊
事
情
を
含
め
て
解
説
さ
れ
る
。
ま
た
、
橘
純
一

氏
著
『
原
文
対
照
大
鏡
新
講
』
（
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
2
9
年
刊
）
や
保
坂
弘
司
氏
著
『
大
鏡

全
評
釈
』
上
巻
（
学
燈
社
、
昭
和
5
4
年
刊
）
に
は
明
確
に
一
連
の
事
件
と
し
て
両
者
が
捉

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
佐
藤
球
氏
著
『
大
鏡
詳
解
』
（
明
治
書
院
、
昭
和
2

年
刊
）
、
三
浦
圭
三
氏
著
『
新
釈
大
鏡
』
一
内
外
出
版
杜
、
昭
和
1
4
年
刊
）
、
次
田
潤
氏
著
『
大

鏡
新
講
』
（
明
治
書
院
、
昭
和
3
6
年
刊
）
、
佐
藤
謙
三
氏
校
注
『
大
鏡
』
（
角
川
文
庫
、
昭
和

4
4
年
刊
）
な
ど
は
安
和
の
変
の
み
と
見
な
す
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
松
村
博
司
氏
「
安
和

の
変
に
関
す
る
大
鏡
・
栄
花
物
語
の
記
述
に
つ
い
て
」
（
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
二
十
周
年

記
念
論
集
』
昭
和
4
4
年
－
月
一
、
安
西
殖
夫
氏
「
歴
史
物
語
と
記
録
－
源
高
明
左
遷
－
」
（
『
東

京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
第
十
二
号
、
昭
和
5
4
年
4
月
）
、
同
氏
「
歴
史
物
語
と
記
録
－
守

平
親
王
立
太
子
1
」
一
『
東
京
成
徳
短
期
大
学
紀
要
』
第
十
三
号
、
昭
和
5
5
年
4
月
。
安
西

氏
の
両
論
文
は
同
氏
著
『
歴
史
物
語
の
史
実
と
虚
構
－
円
融
院
の
周
辺
1
』
〈
桜
楓
社
、

22 21
（
2
3
）

25 24
（
2
6
）

（
2
7
）

30 29 28
（
3
1
）

昭
和
6
2
年
刊
V
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
）
で
は
東
宮
位
争
い
に
限
定
さ
れ
て
、
安
和
の
変
は

慮
外
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。

　
　
（
8
）
に
同
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

　
「
貞
観
六
年
正
月
七
日
、
皇
后
宮
に
あ
が
り
○
た
ま
ふ
。
」
（
「
清
和
天
皇
紀
」
四
二
頁
）

と
あ
る
が
、
明
子
は
実
は
皇
太
后
だ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
『
大
鏡
』
の
他
の
部
分
に
も
み

え
る
（
四
一
頁
、
二
三
六
頁
）
。
ま
た
、
明
子
中
宮
（
皇
太
夫
人
）
の
こ
と
は
見
い
だ
せ
な

い
が
、
「
あ
が
り
ゐ
た
ま
ふ
」
か
ら
類
推
で
き
る
。
順
子
や
高
子
の
場
合
の
「
あ
が
り
（
ゐ
）

給
」
（
四
一
・
四
三
頁
）
は
、
后
位
を
一
段
階
す
す
め
る
場
合
に
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
明

子
は
「
皇
（
太
）
后
」
の
前
に
す
で
に
一
回
は
「
后
」
を
経
験
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
る
。

　
『
栄
花
物
語
』
の
引
用
は
、
松
村
博
司
氏
・
山
中
裕
氏
校
注
『
栄
花
物
語
』
上
・
下
（
日

本
古
典
文
学
大
系
7
5
・
7
6
、
岩
波
書
店
、
昭
和
3
9
・
4
0
年
刊
）
に
よ
り
、
（
）
内
は
論
者

が
補
う
。
以
下
同
じ
。

　
『
御
堂
関
白
記
』
『
権
記
』
は
二
月
十
一
日
、
『
日
本
紀
略
』
は
同
十
二
日
と
す
る
。

　
山
中
裕
氏
「
栄
花
物
語
の
本
質
－
巻
六
「
か
ジ
や
く
藤
壷
」
を
主
と
し
て
、
そ
の
歴
史

意
識
に
つ
い
て
－
」
（
本
位
田
重
美
先
生
定
年
記
念
論
文
集
『
地
域
と
文
化
』
昭
和
5
2
年
3

月
）
な
ど
参
照
。

高
橋
伸
幸
氏
前
掲
論
文
（
1
7
）
、
松
村
博
司
氏
著
『
栄
花
物
語
全
注
釈
O
』
（
角
川
書
店
、

昭
和
4
6
年
刊
）
二
一
四
二
二
五
頁
な
ど
参
照
。

　
松
村
博
司
氏
「
栄
花
物
語
巻
五
・
六
に
関
す
る
覚
書
」
（
『
金
城
国
文
』
第
二
十
七
号
、

昭
和
3
8
年
6
月
。
同
氏
著
『
栄
花
物
語
の
研
究
・
第
三
』
〈
桜
楓
社
、
昭
和
4
2
年
刊
V
に

収
録
。
一
、
同
氏
著
『
栄
花
物
語
・
大
鏡
の
成
立
』
（
桜
楓
社
、
昭
和
5
9
年
刊
）
な
ど
参
照
。

　
平
田
俊
春
氏
前
掲
論
文
（
1
9
）
参
照
。

　
『
御
堂
関
白
記
』
『
小
右
記
』
『
左
経
記
』
『
日
本
紀
略
』
な
ど
に
は
三
月
七
日
と
な
る
。

龍
粛
氏
著
『
平
安
時
代
』
（
春
秋
杜
、
昭
和
3
7
年
刊
）
二
九
∫
四
一
頁
、
橋
本
義
彦
氏
「
中

宮
の
意
義
と
沿
革
」
（
『
書
陵
部
紀
要
』
第
二
十
二
号
、
昭
和
4
5
年
u
月
。
同
氏
著
『
平
安

貴
族
杜
会
の
研
究
』
〈
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
5
1
年
刊
V
に
収
録
。
一
な
ど
参
照
。

　
松
村
博
司
氏
著
『
歴
史
物
語
』
（
塙
書
房
、
初
版
昭
和
3
6
年
・
改
訂
版
昭
和
5
4
年
刊
）
初

版
一
一
九
∫
二
二
頁
・
改
訂
版
二
二
二
∫
二
一
五
頁
、
内
田
成
子
氏
「
大
鏡
の
叙
述
　
形

容
詞
・
形
容
動
詞
を
通
し
て
1
」
（
『
国
文
』
第
三
士
二
号
、
昭
和
4
5
年
7
月
）
、
平
田
俊
春
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34 33 32
（
3
5
）

（
3
6
）

（
3
7
）

（
3
8
）

42 41 40 39

氏
「
歴
史
と
し
て
み
た
大
鏡
」
（
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
月
報
』
2
2
、
昭
和
5
0
年
5
月
）
、

松
本
治
久
氏
著
『
大
鏡
の
主
題
と
構
想
』
（
笠
間
書
院
、
昭
和
5
4
年
刊
）
、
海
野
泰
男
氏
「
歴

史
物
語
の
倫
理
」
一
秋
山
虞
氏
編
『
王
朝
文
学
史
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
5
9
年
刊
）
な

ど
。

　
（
1
0
）
に
同
じ
。

　
（
8
）
に
同
じ
。

　
松
本
治
久
氏
「
天
皇
の
逸
話
の
扱
い
方
か
ら
み
た
大
鏡
作
者
の
『
歴
史
記
述
の
態
度
』
」

（
『
武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要
』
第
十
七
号
、
昭
和
5
7
年
3
月
）
参
照
。

　
「
昔
物
語
」
に
は
、
在
位
中
、
譲
位
後
に
か
か
わ
ら
ず
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
興
趣
あ

る
逸
話
が
多
い
。
安
西
殖
夫
氏
「
大
鏡
『
昔
物
語
』
の
構
成
」
（
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』

第
五
十
八
号
、
昭
和
4
3
年
5
月
。
同
氏
著
前
掲
書
く
2
0
V
に
収
録
。
）
参
照
。

　
し
か
し
、
こ
の
部
分
に
は
即
位
前
の
事
項
が
ほ
と
ん
ど
見
い
だ
せ
な
い
点
が
注
目
さ
れ

る
。

芳
賀
矢
一
氏
前
掲
書
一
1
9
）
、
増
淵
勝
一
氏
「
大
鏡
の
歴
史
性
－
道
長
の
栄
花
の
由
来
と

そ
の
実
体
1
」
一
『
立
正
女
子
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
第
十
四
号
、
昭
和
4
5
年
1
2
月
一
、

松
村
博
司
氏
著
『
栄
花
物
語
全
注
釈
目
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
4
7
年
刊
一
二
〇
〇
頁
な
ど
参

照
。　

「
栄
花
物
語
を
読
む
ー
そ
の
文
面
か
ら
系
図
を
読
み
と
る
た
め
の
国
語
学
的
方
法
1
」

一
『
国
語
と
国
文
学
』
第
四
十
一
巻
第
十
号
、
昭
和
3
9
年
1
0
月
）
。

杉
本
一
樹
氏
「
栄
花
物
語
正
篇
の
構
造
に
つ
い
て
」
（
山
中
裕
氏
編
『
平
安
時
代
の
歴
史

と
文
学
　
歴
史
編
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
5
6
年
刊
）
。

　
（
3
7
）
に
同
じ
。

岡
崎
義
恵
氏
「
歴
史
文
学
の
本
質
」
（
『
国
文
学
』
第
二
巻
第
十
二
号
、
昭
和
3
2
年
1
2
月
一
。

　
拙
稿
（
5
）
参
照
。

　
寺
田
透
氏
「
栄
華
物
語
に
つ
い
て
」
（
『
文
学
』
第
十
九
巻
第
十
号
、
昭
和
2
6
年
1
0
月
。

同
氏
著
『
源
氏
物
語
一
面
』
〈
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
4
8
年
刊
V
に
収
録
。
）
、
河
北
騰

氏
「
栄
花
物
語
の
特
色
と
主
題
の
二
元
性
」
（
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
第
十
六
号
、
昭
和

3
6
年
5
月
。
同
氏
著
『
栄
花
物
語
研
究
』
〈
桜
楓
社
、
昭
和
4
3
年
刊
V
・
『
歴
史
物
語
論
考
』

〈
前
掲
一
1
4
）
V
に
収
録
。
）
、
加
納
重
文
氏
前
掲
論
文
（
2
一
な
ど
参
照
。
一
こ
の
問
題
に

つ
い
て
の
論
及
は
別
稿
に
譲
る
。
）

45 44 43
（
4
6
）

　
『
栄
花
物
語
』
と
『
大
鏡
』
に
同
一
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。

　
（
1
0
）
に
同
じ
。

　
『
栄
花
物
語
』
の
歴
史
観
は
、
山
中
裕
氏
著
前
掲
書
（
5
一
、
倉
本
一
宏
氏
「
『
栄
花
物

語
』
に
お
け
る
「
後
見
」
に
つ
い
て
」
一
山
中
裕
氏
編
『
栄
花
物
語
研
究
　
第
二
集
』
高
科

書
店
、
昭
和
6
3
年
刊
）
な
ど
参
照
。

拙
稿
「
『
栄
花
物
語
』
二
大
鏡
』
に
お
け
る
登
場
人
物
の
系
譜
H
l
歴
史
物
語
生
成
論
の

前
提
と
し
て
－
」
（
秋
田
短
期
大
学
『
論
叢
』
第
四
十
号
、
昭
和
6
2
年
u
月
）
参
照
。

『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面

（
福
田
）
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付
表

『
大
鏡
』
の
日
付
表
記
事
項

八
（
八
六
六
）

　
貞
　
観
六
三
（
　
　
　
（
八
八
六
六
四
一
）
　
　
　
）

一
：
八
五
八
）

天
斉
仁
安
衡
寿
一
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
’
兀
兀
兀
（
　
　
　
（
　
　
　
（
八
八
八
五
五
五
七
四
一
）
　
）
　
）

嘉
祥
＿
士
二
二
（
　
　
　
（
八
八
五
四
○
六
）
　
　
　
）

爆
　
孝
蓋
　
徳
讐
　
天
た
　
　
　
白
ま
　
　
　
三
E
旨
五
元
た
（
（
　
一
工
一
　
i
⊥
一
ま
ハ
ハ
ひ
て
四
四
睾
九
五

年
（
西
暦
）

正正正正正2　　842　11117433正＊正82　838　12正10・・・…　　1l…　　1・・・　・・　…　　1　・・1・　・11131677129　　271919　212517　2521　7426　　167　25　16 月
■
日

挙
苧
1
髪
嚢
嚢
牽
書
藁
藁
叢
弩
1
1
書
1
蓬
1
1
　
、
　
　
　
　
。
　
垣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
匡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

『
栄
花
物
語
』

延
長
二
　
十
二
元
三
十
九
（
　
（
　
（
　
（
九
九
九
九
二
二
二
○
三
三
○
九
）
　
）
　
）
　
）

　
仁
　
和
三
元
（
　
（
八
八
八
八
七
五
）
　
）

八
（
八
八
四
）

元
慶
元
（
八
七
七
）

年
（
西
暦
）

二隻111美｝焉泌同美㍑1肝サ牙1ポ干㍊沽｛；1
月
○
日

『
栄
花
物
語
』
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水
柞
　
元
一
九
八
九
）

寛
和
二
（
九
八
六
）

水
観
二
（
九
八
四
）

　
天
貞
天
　
元
元
延
五
三
元
二
（
　
（
　
　
　
（
　
（
九
九
九
九
八
八
七
七
二
○
六
四
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）

天
禄
＝
二
九
七
二
）

　
安
康
応
天
　
和
保
和
徳
　
一
二
兀
四
三
三
（
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
（
九
九
九
九
九
六
六
六
六
五
九
八
七
三
九
）
　
）
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）

　
　
延
　
　
長
八
四
三
（
　
（
　
（
九
九
九
一
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
一
］
一
　
　
一
　
　
　
　
　
一
○
六
五
）
　
　
　
）
　
　
　
）

年
（
西
暦
）

6　7766　8326正　112正　81052375844112正99610・同・…　　同・…　　。1・・。同・・・・・・・・・・　・・・…26　　　　16　5　2322　　　28　11　19　1　　3　　　　　　　　　　3　　　　13　262528　2　23　24　11　1322　　　15　4　22　21　2　21 月
●
日

同
二
年
1
1
　
月
時
・
　
　
な
2
6
　
　
し

同
同
年
同
　
　
時
　
　
な
　
　
し

同伺同8同　　　■　　　14

『
栄
花
物
語
』

万
寿
二
（
一
〇
二
五
）

一
一
一
二
○
一
九
）

　
寛
　
仁
一
　
　
一
＿
兀
二
二
○
○
一
　
　
　
　
　
一
八
七
）
　
）

　
寛
長
　
弘
保
八
七
五
二
（
　
（
　
（
　
（
一
　
　
一
　
　
一
　
　
一
○
○
○
○
一
一
○
○
一
○
八
○
）
　
）
　
）
　
）

一
；
九
九
六
）

長
　
　
永
徳
　
　
柞
元
1
1
二
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
　
　
九
九
　
　
九
五
　
　
○
）
　
　
　
　
　
　
　
）

年
（
西
暦
）

853102＊正8　正74＊正10　6正＊9274＊65555＊4443　46＊正粂曇売企。き；同あ売粂也五同もあ1二1売オ売1二1i暮曇身カ売北尭Iカi島 月
●
日

同同口同8正27百長同610百同二
■　　　■　　　■　　　■91976

和
　
・
・
　
　
月
二
　
1
4
1
6
年

百同同同同百年同同43　　　　　時　　・・　　　　　な　　208　　　　　し

百
同
重
暦
兀
毎

『
栄
花
物
語
』

（
＊
は
他
記
録
と
一
致
し
な
い
こ
と
を
表
す
。
）

『
大
鏡
』
の
編
年
史
的
側
面

一
福
田
）


